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新年のごあいさつ
令和5年

明けましておめでとうございます。謹んで新春のお慶
びを申し上げます。県民の皆様には、旧年中、県政の推
進に対して格別の御支援と御協力を賜り、誠にありがと
うございます。
新型コロナウイルスとの闘いは、依然として続いてい
ます。昨年も、県内では大きな感染の波に見舞われまし
たが、県民の皆様と共に闘い、何とか乗り越えた一年で
した。
貴協会におかれましては、このような状況下にあって
も感染症対策に御配意のうえ、各種交通事故抑止対策等
に御尽力、御協力を賜り、感謝を申し上げます。
さて、本年４月には新たな総合５か年計画がスタート
します。「確かな暮らしを守り、信州からゆたかな社会を
創る」を基本目標に、今後の県づくりの方向性を県民の
皆様と共有し、共に取り組む共創型の総合計画と位置づ
け、施策を展開していきたいと考えています。
さらに、県民の皆様にとって身近な危険である交通事
故防止につきましても、地域と協働した命を守る交通安
全活動を推進します。
特に今春には、道路交通法の一部改正により、自転車
乗用時のヘルメット着用が努力義務化されます。身近で
利便性の高い乗り物である自転車を安全・安心に利用し
ていただくために、通行ルールやマナーと併せて、ヘル
メットの着用を徹底するよう周知、啓発に取り組んでま
いりますので、引き続き御協力をよろしくお願いします。
結びに、今年こそコロナ禍を克服し、活力の溢れる一
年になること、そして、皆様方にとってよき一年となり
ますことを心より祈念し、新年の御挨拶といたします。

明けましておめでとうございます。
県民・会員の皆様方には、ご家族とともに穏やかな新春をお
迎えになられたこととお慶び申し上げます。
平素、交通安全のために県下各地域においてご尽力をいただ

いております役員の皆様方に、心より感謝と御礼を申し上げま
す。
近年の交通事故による死者数は、「交通戦争」といわれた昭和
30 年代から 40 年代に比べれば、大きく減少をしてきておりま
すが、いまだに多くの尊い命が犠牲になっております。悲惨な
交通事故を１件でも多く減らすためには、運転者・歩行者を問
わず県民一人ひとりが互いを思いやる気持ちを持って、交通ルー
ルと正しい交通マナーを更に実践していくことが何より大切で
あります。
交通事故の防止は、関係行政機関・団体及び県民一人一人が
全力を挙げて取り組まなければならない重要な課題であります。
長野県交通安全協会は、令和５年におきましても、交通事故

のない「安全で快適な交通社会」を実現するため、「子供と高齢
者の交通事故防止」を基本とし、
○　高齢者の交通事故防止
○　通学路・生活道路等の安全確保と歩行者保護の徹底
○　自転車の安全利用の徹底
○　後部座席を含めた全ての座席のシートベルトの着用と
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
○　夕暮れ時と夜間の交通事故防止
○　飲酒運転等の根絶
を活動の重点として、長野県や長野県警察のご指導をいただ

きながら関係機関・団体、各地区交通安全協会と緊密な連携を
図り、交通安全諸対策に取り組んで参る所存であります。
皆様方には、交通安全協会が取り組んでおります交通安全活

動に対し、引き続き、ご支援・ご協力を賜りますようお願いを
申し上げます。
結びに、今年一年が皆様方にとりまして、明るく健やかな年

となりますようご祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

長野県交通安全運動推進本部
本部長

一般財団法人
長野県交通安全協会

長野県知事会長

阿 部 守 一藤 澤　秀 敬

回　覧
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　長野県自転車安全教育推進委員会（（一財）長野県交通安全協会）は、10月８日（土）
中南信会場、10月22日（土）東北信会場において、県警交通企画課、長野県くらし安全・
消費生活課、（一財）長野県交通安全教育支援センター、県自転車モーター事業協同組
合の協力を得て「自転車安全教育指導員講習会」を開催しました。
　この講習会は、自転車の交通事故防止を図るため、地域や学校等で開催する自転
車安全教室での指導者を養成するもので、市町村の交通指導員、交通安全協会の役
員など32名が受講しました。受講者は、道路交通法の知識や交通事故の実態、自転車の点検整備要領などについて講義
を受けた後、自転車の正しい乗り方について実技指導を受け、最後に全員が修了証、認定書、指導員バッジを受領しました。

長野県警察本部長
 小山　巌 玉井　洋光 （長野安協会長）

島﨑　丈雄 （飯水岳北安協会長）

竹内　敬三 （中高安協会長）

丸山　俊春 （須高安協会長）

中島　栄一 （長野南安協会長）

宮澤今朝美 （松代安協会長）

前山　正則 （千曲安協会長）

岡田　宝正 （上田安協会長）

齋藤重一郎 （依田窪安協会長）

伊藤　正直 （小諸安協会長）

木内　征夫 （佐久安協会長）

金井　賢吾 （川西安協会長）

三井仙一郎 （南佐久安協会長）

岩井袈裟次 （軽井沢安協会長）

小笠原弘三 （茅野安協会長）

小川　智一 （諏訪安協会長）

柳澤　隆嗣 （岡谷安協会長）

塩澤　幸一 （伊那安協会長）

稲村　正明 （辰野安協会長）

原　　勝弘 （伊南安協会長）

伊坪　一男 （飯伊安協会長）

細川　和男 （阿南安協会長）

大給　好純 （木曽安協会長）

塚原　克彦 （塩尻安協会長）

小林　磨史 （松本安協会長）

宮坂　英文 （安曇野安協会長）

丸山　隆興 （大町地区安協会長）

降簱今朝登 （池田松川安協会長）

明けましておめでとうございます。
一般財団法人長野県交通安全協会、各地区交通安全協会の皆様には、
御家族ともども穏やかに輝かしい新年を迎えられたこととお慶びを申
し上げます。
昨年は、新型コロナウイルスが感染の拡大と縮小を繰り返す中、創
意工夫をした交通安全諸活動を始め、警察活動の各般にわたり、深い
御理解と多大なる御協力を賜りましたことに対し、改めまして厚く御
礼を申し上げます。
昨年、県警察では、交通事故抑止目標を「交通事故死者数 50 人以下、
重傷者 550 人以下、死傷者 6,000 人以下」と定め、皆様方の御支援と
御協力を賜りながら、各種交通事故防止活動を推進してまいりました。
その結果、交通事故抑止の着実な成果をあげることができましたこ
とは、ひとえに皆様方の御尽力の賜と重ねて感謝を申し上げます。
しかしながら、交通事故の特徴等を見ますと、依然として高齢者が
全死者の多くを占めており、高齢者の交通事故防止対策が喫緊の課題
となっております。
県警察としましては、引き続き本年も、高齢者の交通事故防止対策
を最重点として、交通安全教育や緻密な交通事故分析に基づいたきめ
細やかな各種交通事故防止対策を推進してまいります。
また、昨年４月に「道路交通法の一部を改正する法律」が公布され、
全ての年齢層の自転車利用者に対して、ヘルメット着用の努力義務化
が課されることから、自転車の安全利用についても、関係機関・団体
と連携した広報啓発活動に努めてまいりますので、本年も皆様の交通
安全に対する御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、一般財団法人長野県交通安全協会、各地区交通安全協会の
益々の御発展と会員並びに御家族の皆様の御健勝と御多幸を心から祈
念申し上げまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

謹賀新年
本年もよろしくお願いします

「会員特典の店」協賛店を募集中

令和４年度「自転車安全教育指導員講習会」を開催

　長野県交通安全協会では、「会員特典の店」（協賛店）を利用する際、交通安全協会の会員証を提示し
ていただければ、割引やポイントなどお店の特典が受けられるサービスを展開しています。
　「会員特典の店」の店舗名や特典内容については、当協会のホームページ及び運転免許更新の際、交
通安全協会に入会された皆様に配布しております「交通安全協会会員特典の店」ガイドをご覧ください。
　また、当協会では協賛していただけるお店を随時募集しております。詳細については当協会または各地
区交通安全協会にお問い合わせください。
　交通安全協会の行う活動にご理解をいただき、交通事故のない地域社会実現のため是非ご協力をお願
いします。

現在の協賛店数
県内外
約350店舗

新年のごあいさつ
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賞　　名 学　校　名 グループ名（個人名） 作品タイトル
グランプリ 長野高校 放送部（ペンギンズ） 命のヘルメット

準グランプリ 大町岳陽高校 放送部 やめよう！歩きスマホ
アイデア賞 エクセラン高校 放送部 私の恋は一方通行

敢闘賞 松本美須々ヶ丘高校 放送部 やめよう。危険運転。
クリエイティブ賞 上田染谷丘高校 うっちーと愉快な仲間達 自転車イヤホン物語

SBC 賞 長野吉田高校 ＹＢＣfreshmen 急いでいるときこそ．．．

賞　　名 学　校　名 グループ名（個人名） 作品タイトル
グランプリ 大町岳陽高校 放送部 反射板
準グランプリ 松本国際高校 こっとんきゃんでぃ 選択肢

賞　　名 学　校　名 グループ名（個人名） 作品タイトル
SBC 賞 上田高校 素材不足 煽り運転と君と
SBC 賞 飯田OIDE長姫高校  信号機三兄弟の気持ち

　「高校生交通安全CMコンテスト」は、テレビ・ラジオのCMを通じて交通安全を呼びかけるもので（一財）長野県交
通安全協会をはじめとする交通関係団体・SBC信越放送・長野県交通安全推進本部で構成する「交通事故ゼロチャレン
ジ実行委員会」（事務局：長野県警察本部交通企画課）の主催で実施しています。2022 年の受賞作品は次のとおりです。

【テレビ部門】 【テレビ部門】

【ラジオ部門】

各地区の交通安全活動ニュース

「横断歩道ルール・マナーアップ運動」で、運転者・
歩行者に交通安全意識の向上を呼び掛けた。�（長野）

須坂市内の高齢者宅を訪問し、歩行中や夜間等に
おける交通事故防止について呼び掛けた。�（須高）

中野市内の公民館において高齢者に対する交
通安全教室を開催した。� （中高）

　冬道は、路面の積雪、凍結などにより、
目的地まで時間がかかるのは当たり前！　
焦る気持ちはみんな同じです。

◦　日陰部分
◦　トンネルの出入口付近
◦　橋の上
◦　立体交差道路の頂上付近
◦　下り坂、カーブ
◦　交差点
◦　雪がうっすら積もった道路

　時間にゆとりがでれば、心にもゆとりが生まれます。
　心にゆとりができれば、他車や歩行者を思いやる運転も
できます。

・急発進はスリップ事故のもとです。
・アクセルをゆっくり踏み込み、滑らかにスタートしましょう。

・急ブレーキは絶対にやめてください。
・下り坂では主にエンジンブレーキを活用し、フットブレーキは
　軽く小刻みに踏みましょう。

・カーブが緩いほど、油断しがちです。
・カーブ入り口の手前で十分に減速し、カーブ走行中
　はなるべくブレーキを踏まないようにしましょう。

・右左折の合図の遅れは、他の車や歩行者に急ブレーキを
　かけさせるなどの危険を及ぼします。
・合図は早めに出し、しっかり減速してから右左折しましょう。

長野県交通安全協会
マスコット
「あんきょーくん」
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各地区の交通安全活動ニュース
交通安全協会は、交通事故をなくすため、様々な活動を行っています。活動の一例を紹介します。交通安全協会は、交通事故をなくすため、様々な活動を行っています。活動の一例を紹介します。

編集後記
　長野県交通安全協会は、交通事故のない安全な社会を実現するため各種交通安全活動を行って
います。これらの活動は、皆様からのご支援を頂いている交通安全協会費で運営されています。
　本年も交通安全協会の活動にご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

市内の小学校の交通安全教室において、児童に
自転車の正しい乗り方について指導した。
� （上田）

小学生が描いた「交通安全レター」を免許更新等
の来訪者に配付し交通安全意識の高揚を図っ
た。� （辰野）

小学校の交通安全教室で車と歩行者の衝突実
験を実施し、事故防止意識の高揚を図った。
� （諏訪）

秋の交通安全運動の活動の一環として、管内の
国道１９号において人波作戦を実施した。
� （松本）

見通しの悪い交差点に停止を促す注意看板を設
置して交通事故防止意識の高揚を図った。
� （南佐久）

阿南町富草の国道において交通少年団による交
通事故防止レター作戦を実施した。
� （阿南）

東信運転免許センターにおいて、運転免許更新
者に交通事故防止の啓発指導を行った。
� （川西）

駒ヶ根高原マレットゴルフ場において、高齢者
交通安全マレットゴルフ大会を開催した。
� （伊南）

秋の交通安全運動中、管内の商業店舗前で来
店者に交通事故防止について呼び掛けた。
� （茅野）

管内のショッピングセンターにおいて高齢者を
対象とした交通安全啓発活動を実施した。
� （塩尻）

岡谷交通少年団員による研修会を開催し、交通
安全活動に必要な基礎知識について学んだ。
� （岡谷）

地域の交通安全運動において「交通安全人波作
戦」を実施した。
� （大町地区）


